


須藤 修 すとう おさむ 

1987年 南陽市赤湯生まれ 

赤湯小中学校、米沢興譲館高校 

東北芸術工科大学 卒業 

 

デザイン事務所neohow代表 

（プランニングディレクター、デザイナー） 

東北芸術工科大学 非常勤講師 

 

YAMAMORI PROJECT 共同代表 

山の形 共同代表 

置賜木需要創出ワーキングチーム メンバー 

さんてん 三男 

 

趣味 旅と温泉と日本酒 



neohow 

neo (新しい)  how （状況） 

根を這う 
ネヲハウ 

ストーリー（脚本）ではなく、ルーツ（根）。 
 

既存の状況、もともとあるものを再解釈、
構成し直すことで価値を創造する。 



１ YAMAMORI PROJECTの話 

２ デザイン・クリエイティブの話 

３ その地域にある木材活用の話 



LINK つなぐ 
 

CYCLE 循環させる 
 

SURVIVE 生き残っていく 







1. YAMAMORI MEETING 

→ 林業、製材業、木工業に関わる人を訪ね、

紹介しながらサイクルをつくること 

2. YAMAMORI GOODS 

→ そのサイクルから一般の人が日常で使え

る製品をつくること 

3. YAMAMORI TRAVEL 

→ 身近な山を舞台に、木やものづくりに親し

める体験ツアーを開催すること 



身近にある山
や森との新し
いかかわり方
を楽しむ 



1. YAMAMORI MEETING 

真室川町： うるし工房 学さん 

山形市： アトリエ欅さん 

金山町： たくみまさのさん など 



2. YAMAMORI GOODS 

・ 皿、まな板（２０１２年） サクラ、ホオ、カツラ → 家庭、飲食店 

・ サイドテーブル（２０１３年） サクラ、鉄 → 家庭 

・ スツール（２０１４年） 県産杉合板 → 建築家、飲食店、家庭 

・ 漆の食器、スツール２（２０１５年） → ３月１２日１３日に展示販売   



 





3. YAMAMORI TRAVEL 

























山形市   米沢市   西川町 

上山市   真室川町 鶴岡市 

天童市   小国町   南陽市 

寒河江市 舟形町   河北町 



１、地域との連携 
 

最初は、手探り 
徐々に声もかかるようになる 

 
→ガイドブックには載っていない 
まちの素敵な講師が連続で登場 

わざわざ参加したい内容 



２、継続性 
 

YAMAMORI TRAVELで広さ・
可能性が見えてきた 

 
→35市町村をまわっていく。 
市町村間でのつながり、山形

の輪郭を探っていく 

新しい山形県の楽しみかた 



３、参加者との関係 
 

僕らだけではできる 
ことが限られる 

 
→参加者からサポート 
スタッフへという動き 

小さな渦から大きな渦へ 



 



P to P STORE 
47都道府県の地域問題から生まれた製品 
（渋谷ヒカリエ ８階 d47 ミュージアム） 

プロブレム TO プロダクト 







山や森、里山が人間生活に欠かせない、掛け替えの無い存在であることを

我々は改めて気づき始めている。しかしながら一度悪化した森林環境は簡

単に元 には戻らない。 

林業の問題を関係者だけに委ねるのではなく、より多くの人々と共有し、先

人達が行ってきた自然と人間のいい関係を再び取り戻そうというこの活動

は今後日本全域に広がって行くであろう。活動を持続するために地域独自

の技術やデザイン、さらに商品作りを目指して欲しい。 

 

                                       南雲 勝志 
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WORKS 空間・家具デザイン１（神社境内にある町家をリノベーション＆家具コーディネート） 






